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< 昭和55年1月、中公新書 > 参照。）たしかに幼年童話の名
作である宮沢賢治『雪渡り』や中川李枝子『いやいやえん』
にしても同様な構造が見られ、今回取り上げた『金ちやん螢』
にしてもその昔話的構想の部分にそれがあてはまるであろ
う。
4　迎える仲間たちの描写
　前章で見たように『金ちやん螢』においては、行って帰
る構想を下敷きにしながらも、神様のところへ向かう叙述
と神様との交渉の場面においてはほとんど対立関係はなく、
すんなりとプロットが運ばれていた。描写も淡白なもので
ある。それに対して注目したいのは、金ちゃん螢、三ちゃ
ん螢の帰りを迎える仲間の螢たちの描写である。ここに作
者の筆は思いのほか多く費やされている。
螢のお家の方では、もう帰って来さうなものだと皆が
空を眺めて待つて居ます。
　このように記されたのち、金ちゃん螢、三ちゃん螢を待
つ仲間たちの様子が生き生きと描かれ、精彩を放っている
のである。たとえば、空から降りてくる金ちゃん螢に地上
の螢が呼びかける場面がある。
　　　だんだん近くなつたやうですから、
　　　「金ちやん螢、何を貰つて来たの。」
　　　と誰かが声をかけました。
　　　「いいもの、いいもの。」
　　　「光つて居るのはダイヤモンドですか。」
　　　「いいえ。」
　　　「さあべるですか。」
　　　「そんな人を切るやうなものぢやありませんよ。」
　神様からもらって来た棒を「さあべるですか。」と問う仲
間に対し、この時ばかりは金ちゃん螢は断乎とした口調で、
「そんな人を切るやうなものぢやありませんよ。」と答える。
ここには、作者与謝野晶子の思想がはっきりと打ち出され
ているであろう。この一節からあの「君死にたまふことな
かれ」の詩を想起する人もあるかもしれない。幼年向け童
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話でありながら、晶子の精神的支柱をなすものがさりげな
く描き込まれているわけで、この『金ちやん螢』を単なる
ファンタジックな話として単純に捉えるわけにはいかない
のである。
　やがて、地上に戻った金ちゃん螢は、神様からもらった
棒で「よい、よい、よい」と呪文をかけて仲間たちに一斉
に明りをつける。（その中で、文ちゃん螢がひとり自分だけ
明りがついていないと思い込む挿話も、子ども心の機微を
捉えた演出であろう。）皆が集って喜びに浸る場面の盛り
上がりは美しい。これはまた、いわばモッブ・シーンとも
言えるもので、『ぐりとぐら』のカステラを皆で食べるラス
トの場面をはじめとして絵本や幼年童話にしばしば登場す
るものであり、幼年文学の一つの基本形であろう。加えて、
不思議な魔法の棒で明りをつける発想にも、読者の子ども
達の想像力をうながし、喜びを与える力があり、見逃すこ
とができない要素である。
　このように螢たちの願いはかない、「それから後小供達は
もう靴や草履で踏むやうなことはしなくなりました。」と語
られて、昔話の由来譚的プロットは完結している。
5　子どもたちからの視点
　物語の最後の五分の一ほどは、以前にも述べたように時
制が現在となり、螢を籠に入れていつくしむ子どもたちの
側の視点が導入されてくる。そこでは、歌謡がはめ込まれ、
作者の子どもたちへの情愛が流露する叙述となっており、
おのずと時制の矛盾を越えて子どもたちと金ちゃん螢たち
が交歓するさまがこまやかに描かれている。この終結部近
くになると、晶子の子どもへの情愛が、それまでの客観的
叙述の枠を越えて直接に表出されるようなおもむきがある。
金ちゃん螢の手紙文中の「私は一昨晩 光
ひかる
坊つちやんの籠
へいれられて、坊つちやんのおうちへまゐりました。坊つ
ちやんはいい坊つちやんです。弟の茂ぼつちやんもなかな
かいい坊つちやんです。」の一節などは、金ちゃん螢の手紙
という形を取りながら、作者晶子の情愛を込めた息づかい
がなまなましく伝わってくる。また、作品の末尾の一文で
ある「あんまり沢山の螢が遊びに来ましたので、光さんは
うれしくてうれしくて仕様がありませんでした。」の叙述も、
「光さんはうれしくてうれしくて」の一節などにあらわな晶
子の情愛が吐露されているであろう。
　このように、『金ちやん螢』の最後に至って作者晶子の主
観が盛り上がってくる印象があり、作品全体の構造から見
ればやや破綻をきたしているとも見られよう。が、そうし
た不整合の部分をかかえながらも、むしろそのことを軽々
と越える形で子への限りない情愛を表出する作者のライト
モチーフがつよく実感される作品となっており、破綻が破
綻ではないという独特な作品構造をなした作品と捉えるこ
とができるであろう。
結
　本稿では与謝野晶子の童話執筆に着目し、晶子の童話観
や晶子童話の特色について考察を試みた。とくに童話『金
ちやん螢』に焦点を絞り、その作品世界の構造やモチーフ、
文体等の分析を行った。見てきたように与謝野晶子の童話
観は当時のお伽噺（童話）の史的展開の中でも独自の位置
を占め、また童話執筆においても一定の史的役割を果たし
ていると考えられる。
　今回考察した『金ちやん螢』は、晶子の童話集『おとぎ
ばなし少年少女』の巻頭作として比較的論及の多い作品で
ある。木俣修は『定本与謝野晶子全集』の「解説」で、「お
伽ばなしとしてみるといささかおかしなものであるが、発
想の上に工夫がこらされているということができる。」（注4）
と述べ、一定の評価を示している。また、古澤夕起子は前
掲書で『金ちやん螢』の構成上の破綻について触れながら
も語りから生まれる作品の特質を論じ、さらに『おとぎば
なし少年少女』全体について、「子どもの生活圏に取材し
ながら空想的な世界と自在に往還する『少年少女』の魅力
は、文学作品としてもっと積極的な評価に値すると考えて
いる。」（注5）と述べている。
　たしかに『金ちやん螢』は、童話作品としての完成度か
ら見れば、いくつかの矛盾や物足りない点も指摘できるで
あろう。が、今まで本稿で考察してきたように、とくに幼
年童話としての特色を軸に現代的視点から見てゆくとき、
児童文学の黎明期の作品としては注目すべき要素を兼ね備
えていると言えよう。作品の完成度というよりもそのはら
んだ可能性という視点から見るとき、その評価は高まると
言えるのではなかろうか。
　今回は『金ちやん螢』一作品に絞って考察したにすぎな
いけれども、このほか佳作といわれる『金魚のお使』や『八
つの夜』などを含め、さらに考察対象をひろげてゆく必要
があることは言を俟たない。また、与謝野晶子の場合、歌
人や教育者、家庭人としての側面と関連づけてその童話世
界の特質を考えてゆかねばならず、そうした取り組みの中
で、近代の文芸潮流、時代思潮から照射される童話作家与
謝野晶子の輪郭が鮮明に浮かび上がることであろう。
注
（1）上笙一郎『与謝野晶子の児童文学』（昭和63年10月、関西
児童文化史研究会）4頁。
（2）古澤夕起子『与謝野晶子　童話の世界』（平成15年4月、嵯
峨野書院）49頁。
（3）古澤前掲書52頁。
（4）『定本与謝野晶子全集』第12巻（昭和56年3月、講談社）571頁。
（5）古澤前掲書54頁。

